
野洲川における自然再生事業
〜温故知新で挑む自然再生〜

Keywords︓温故知新，瀬・淵再生，調査技術の組合せ

令和2年 全国多自然川づくり会議 近畿ブロック選出
淀川水系／野洲川 琵琶湖河川事務所

自然再生事業では、絶えず変化する環境を対象としており、既往の自
然再生事業のレビューを通じて、河川の特性や課題等をより的確に把握
し、新たな事業へと反映することが重要である。
野洲川にて、これまでの自然再生事業のレビューを踏まえ(取組①)、

新たに瀬・淵再生事業(取組②)を開始した。現地調査での既存技術を組
み合わせた効果的で効率的なモニタリング⼿法(取組③)を紹介する。

●取組③（技術の組合せ）

澪筋目線で全体把握
魚群センサー×360°カメラ

水制工
河道掘削
樹木伐採
押土整形

←：整備前流向

←：整備後流向
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●取組①（レビュー） ●取組②（事業展開）


